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６
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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

０
３

月
２

６
日

～
２

７
日
( 日
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◇
参

加
者

；
 

青
木

宏
充

、
梶

野
照

雄
。
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３３ ３３
月月 月月
２
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２
６

２
６

２
６
日日 日日
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) 晴晴 晴晴
れれ れれ
 
 

・
金
剛
多
和
水
場
改
修

金
剛
多
和
水
場
改
修

金
剛
多
和
水
場
改
修

金
剛
多
和
水
場
改
修
 

 
 

２
７

日
に

行
仙

小
屋

の
発

電
機

に
よ

る
照

明
の

ス
イ

ッ
チ

を
付

け
替

え
る

予
定

を
し

て
い

た
が

、
青

木
さ

ん
か

ら
「

２
６

日
に

金
剛

多
和

の
水

場
改

修

を
手

伝
っ

て
ほ

し
い

」
と

連
絡

が
あ

り
、

２
６

日
か

ら
出

か
け

る
こ

と
に

な

っ
た

。
道

の
駅

「
奥

熊
野

古
道

ほ
ん

ぐ
う

」
で

待
ち

合
わ

せ
、

山
在

峠
ま

で

行
っ

た
。
 

早
朝

は
気

温
が

低
く

、
防

寒
対

策
を

し
て

行
っ

た
が

、
登

る
に

つ
れ

て
強

烈
な

日
差

し
に

な
り

、
一

枚
、

ま
た

一
枚

と
上

着
を

脱
い

で
い

か
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

こ
と

に
な

っ
た

。
 

木
々

の
中

の
山

桜
が

あ
ち

こ
ち

で
花

を
咲

か
せ

、
小

鳥
の

さ
え

ず
り

も
春

を
感

じ
さ

せ
る

。
 

 
 

 
 

 

山
在

峠
で

 
 

 
 

 
 

あ
ち

こ
ち

で
桜

が
 

 
 

 
金

剛
多

和
水

場
の

標
識
 

汗
を

拭
き

な
が

ら
登

る
こ

と
１

時
間

ち
ょ

っ
と

で
、

金
剛

多
和

の
水

場
に

着
い

た
。

奥
駈

道
に

立
て

ら
れ

た
案

内
標

識
に

「
水

場
３

分
」

と
あ

っ
た

の

で
計

っ
て

み
た

ら
、

ち
ょ

う
ど

３
分

だ
っ

た
。

近
い

。
 

 
 

 
 

 

水
場

に
到

着
 

 
 

 
放

置
丸

太
を

手
す

り
に

 
 

 
 

水
中

セ
メ

ン
ト

で
 

 結
構

流
れ

て
い

る
。

持
経

の
水

場
の

よ
う

な
岩

盤
を

伝
い

落
ち

る
状

態
だ

が
、

持
経

の
平

板
な

岩
に

比
べ

て
、

こ
ち

ら
は

中
央

が
少

し
く

ぼ
ん

だ
ト

ユ

状
に

な
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

全
体

の
水

流
が

中
央

に
集

ま
り

水
量

は
多

い

方
で

あ
る

。
標

高
５

７
４

ｍ
の

低
山

に
し

て
は

、
異

常
に

水
量

が
多

い
と

も

言
え

る
だ

ろ
う

。
 

流
れ

に
降

り
る

と
き

に
手

掛
か

り
に

な
る

も
の

を
作

ろ
う

と
、

放
置

さ
れ

た
間

伐
材

を
鉄

橋
に

沿
わ

せ
て

谷
に

渡
す

。
谷

筋
の

岩
は

、
全

体
に

苔
が

付

い
て

滑
り

や
す

い
。

ワ
イ

ヤ
ー

ブ
ラ

シ
で

こ
す

っ
て

、
水

を
か

け
て

セ
メ

ン

ト
が

な
じ

み
や

す
い

よ
う

に
す

る
。

土
嚢

で
上

流
を

せ
き

止
め

た
が

、
完

全

に
は

止
ま

ら
ず

、
置

い
た

セ
メ

ン
ト

が
す

ぐ
に

流
さ

れ
て

し
ま

う
。

練
っ

た

セ
メ

ン
ト

を
し

ば
ら

く
放

置
し

て
、
固

ま
り

か
け

た
こ

ろ
に

置
い

て
み

る
と

、

流
さ

れ
る

量
が

減
っ

て
作

業
が

進
ん

だ
。

持
っ

て
き

た
４

㎏
の

セ
メ

ン
ト

を

全
部

使
っ

た
と

こ
ろ

で
作

業
終

了
。

金
剛

多
和

ま
で

行
っ

て
山

在
峠

ま
で

引

き
返

し
た

。
 



 2 

 

 
 

 
 

 

土
嚢

で
せ

き
止

め
 

 
 

 
岩

で
足

場
を

作
る

 
 

 
 

 
 

金
剛

多
和

で
 

 山
在

峠
か

ら
は

Ｒ
１

６
８

、
Ｒ

４
２

５
白

谷
ト

ン
ネ

ル
経

由
で

、
行

仙
宿

補
給

路
登

山
口

へ
向

か
っ

た
。

ま
た

汗
を

か
き

な
が

ら
ゆ

っ
く

り
と

登
る

。

５
５

分
か

け
て

行
仙

小
屋

に
到

着
、

先
に

到
着

し
て

い
た

青
木

さ
ん

が
ス

ト

ー
ブ

に
火

を
入

れ
、

夕
食

の
準
備

を
始

め
て

く
れ

て
い

た
。
 

 
 

 
 

 

金
剛

多
和

の
水

場
 

 
 

 
 

寄
贈

の
鉄

杭
 

 
 

 
 

水
、

カ
セ

ッ
ト

ガ
ス

な
ど
 

小
屋

内
に

は
、

電
源
開

発
( 株

) 様
寄
贈

の
カ

セ
ッ

ト
ガ

ス
や

水
、

木
炭

な

ど
、
西
側

の
軒

先
に

は
鉄
杭

の
束

が
置

か
れ

て
い

た
。

鉄
杭

は
１
．

２
ｍ

が

３
０
本

、
１
．
５

ｍ
が

３
０
本

あ
り

、
こ

れ
だ

け
で

も
相
当

の
重

量
で

あ
る

。
 
 

鉄
杭

は
昨

年
「
ホ
テ

ル
浦
島

」
で

の
祝
賀
会

の
際

に
提
供

を
打
診

し
た

と

こ
ろ

、
快

く
お

引
き
受

け
下

さ
っ

た
も

の
で

、
予
想

し
て

い
た

よ
り

も
長

い

も
の

を
寄
贈

し
て

い
た

だ
い

た
。

こ
れ

で
旧
逓
信

道
の

補
修

が
か

な
り

進
む

と
思

わ
れ

る
。

電
源
開

発
( 株

) 様
に

は
心

よ
り
お
礼
申

し
上
げ

ま
す

。
 

夕
食

の
準
備

が
で

き
る

ま
で

に
、

２
月

に
作

っ
て
お

い
た

発
電

機
の
台

を

組
み

立
て

る
。

ほ
ぼ
組

み
あ

が
っ

た
こ

ろ
に

「
出
来

た
で
！

」
と

青
木

さ
ん

か
ら
声

が
か

か
り

、
２
人

で
食
事

す
る

。
 

食
後

、
青

木
さ

ん
に

手
伝

っ
て

も
ら

っ
て

、
発

電
機

を
乗

せ
換

え
る

。
床

が
水

平
で

は
な

く
多

少
不
安

定
だ

が
、
次

回
床

を
水

平
に

し
て
安

定
さ

せ
た

い
。

２
１

時
３

０
分

、
就
寝

。
 

 

３３ ３３
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日日 日日
( 日日 日日

) 晴晴 晴晴
れれ れれ
後後 後後
小
雨

小
雨

小
雨

小
雨
    
・・ ・・
行
仙
宿
内

行
仙
宿
内

行
仙
宿
内

行
仙
宿
内
はは はは
配
線

配
線

配
線

配
線
工
事

工
事

工
事

工
事
等等 等等
 

 

午
前

５
時
起
床

、
小

屋
内

温
度

は
４
℃

。
外

気
温

は
２
℃

だ
っ

た
。
 

 
 

 
 

 

午
前

６
時

青
木

さ
ん

行
仙

出
発

 
 

配
線

工
事

中
 

 
 

 
 

 
村

吉
さ

ん
来

宿
 

 
 

 



 3 

青
木

さ
ん

は
パ

ン
と
コ

ー
ヒ

ー
で
食
事
後

、
午
前

６
時
玉

置
辻

へ
と

出
発

す
る

。
午
前

６
時

３
０

分
か

ら
カ

ッ
プ
麺

と
チ

ン
し

た
ご
飯

で
朝
食

を
と

り

７
時

か
ら
配
線
工
事

を
始

め
る

。
午
前

８
時
過
ぎ

に
ド
ア

が
開

き
「

こ
ん

に

ち
は

ー
」

と
誰

か
が

入
っ

て
き

た
。
村
吉

さ
ん

だ
っ

た
、
非

常
食

の
点
検

、

補
充

に
来

ら
れ

た
そ

う
だ

。
雨

が
降

る
前

に
持

経
宿

・
平
治

宿
も
済

ま
せ

る

と
、

１
０

分
ほ

ど
で

降
り

て
行

か
れ

た
。
 

 
 

 
 

 

２
灯

だ
け

移
設

 
 

 
 

 
 

発
電

機
台

 
 

 
 

 
 

 
水

場
は

ポ
タ

ポ
タ
 

 配
線
工
事

は
最
初

、
ス

イ
ッ

チ
の

付
け

替
え

だ
け

、
と
思

っ
て

い
た

が
途

中
で

２
灯
増
設

に
変
更

、
９

時
前

に
Ｖ
Ａ
ケ

ー
ブ

ル
が
無

く
な

っ
て

し
ま

い

作
業

終
了

、
工
具

を
片

付
け

て
水

場
に

降
り

て
み

る
。

水
場

の
水

流
は
細

っ

て
い

た
。
ポ
タ
ポ
タ

と
滴

り
落

ち
て

い
る
程
度

で
、
溜

ま
っ

て
い

る
水

で
取

水
可
能

だ
が

、
今
後

の
天
候
次

第
で
枯

れ
る

こ
と

が
予
想

さ
れ

る
。
 

小
屋

に
戻

り
下

山
し

よ
う

と
し

た
ら

青
木

さ
ん

か
ら

電
話

が
あ

り
「
今

、

五
大
尊

に
着

い
た

、
上
切
原

は
１

３
時
ご

ろ
」

と
連

絡
が

あ
っ

た
。
 

Ｒ
４

２
５

を
浦

向
ま

で
降

り
て
不
動

ト
ン

ネ
ル

を
越

え
て

「
道

の
駅
お

く

と
ろ

」
で

温
泉

に
入

り
、
少

し
早

い
が
カ
レ

ー
を
食

べ
て
本

宮
へ

向
か

っ
た

。

上
切
原

に
は

１
２

時
４

０
分
ご

ろ
に

着
く

予
定

だ
っ

た
が

、
少

し
迷

っ
て

２

５
分

ほ
ど
遅

れ
て

し
ま

っ
た

。
 

青
木

さ
ん

を
拾

っ
て
玉

置
辻

へ
向

か
う

。
い

つ
来

て
も
玉

置
山

の
上

り
は

勾
配

が
急

だ
、
エ

ン
ジ

ン
の
音

が
気

に
な

る
。
玉

置
辻

で
青

木
さ

ん
は
自
車

に
乗

り
換

え
、

２
台

で
玉

置
神
社

の
売
店

へ
行

き
、

う
ど

ん
を
食

べ
な

が
ら

３
日

の
打

合
わ

せ
を

す
る

。
 

食
べ

終
わ

っ
て

、
ト

イ
レ

に
行

っ
て
駐
車

場
に
戻

る
と

、
青

木
さ

ん
の
車

は
も

う
走

り
去

っ
て

い
た

。「
せ

っ
か

ち
や

な
ー

」
と
売
店

の
ご
主
人

と
話

を

す
る

と
、「

青
木

さ
ん

は
い

つ
も

あ
ん

な
ん

や
、
こ

れ
も

っ
て

い
き

ー
」
と

み

か
ん

を
一
袋
頂

い
た

。
 

 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

3
月

2
6
日
（

土
）
 

奥
熊

野
古

道
「

ほ
ん

ぐ
う

」
1
0
：
2
0
→
1
0
：
3
7
山

在
峠

1
0
：
4
0
→
1
1
：
5
9

金
剛

多
和

水
場

1
4
：
0
0
→

金
剛

多
和
→
1
4
：
1
1
→
1
5
：
1
0
山

在
峠

1
5
：
2
0

→
1
7
:0
0
行

仙
補

給
路

登
山

口
→
1
8
:0
0
行

仙
小

屋
 

3
月

2
7
日
（

日
）
 

0
7
：
0
0
作

業
0
9
：
1
5
→

水
場
→
0
9
：
5
5
行

仙
小

屋
1
0
：
0
5
→

登
山

口

1
0
：
3
0
→
1
1
：
1
5
道

の
駅
・
お

く
と

ろ
1
1
：
5
0
→
1
3
：
1
0
上
切
原
→
1
3
：

5
5
玉

置
辻
→
1
4
：
0
0
玉

置
神
社
売
店
 
 

 
( 記

 
梶

野
) 

 

  ３３ ３３
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日日 日日
( 日日 日日

)     
・・ ・・
南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
のの のの
点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視
(( (( 玉

置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻
～～ ～～
上
切
原

上
切
原

上
切
原

上
切
原
) 

 行
仙

小
屋

を
午
前

６
時

に
出

発
、

登
山

口
６

時
半

、
Ｒ

４
２

５
、

２
１
世

紀
の
森

経
由

で
玉

置
辻

に
向

か
う

。
玉

置
辻

に
は

７
時

３
０

分
に

到
着

。
準

備
を

し
て

７
時

４
５

分
に
歩

き
始

め
る

。
１

５
分

ほ
ど
歩

い
た

と
こ

ろ
に
太

い
倒

木
あ

り
、
ノ
コ

で
は
切
除

で
き

ず
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
が
必
要

。
処
理

は
本

隊
に
お
任

せ
し

た
い

。
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玉
置

辻
で

 
 

 
 

 
切

除
で

き
な

か
っ

た
倒

木
 

 
こ

こ
は

頭
上

で
問

題
な

し
 

 ８
時

２
５

分
旧
筱
尾
辻

、
８

時
４

５
分
大
森

山
着

、
９

時
三
角
点

、
９

時

３
０

分
切
畑
辻

、
１

０
時

ち
ょ

う
ど
五
大
尊

着
、
１

０
時

１
０

分
五
大
尊

発
。
 

１
１

時
５

分
金

剛
多

和
、

そ
の
後

水
場

で
補

修
個
所

の
確
認

と
後
始
末

、

水
量

は
昨

日
と
変

わ
ら

ず
。

水
止

め
に

使
っ

た
土

嚢
を
丸
太

の
両
端

に
置

い

て
重
石

に
す

る
。
今
後

の
水

量
の
変
化

に
注
目

し
た

い
。
 

 

 
 

 
 

 

水
流

を
集

め
た

部
分

 
 

 
セ

メ
ン

ト
を

打
っ

た
部

分
 

 水
場

を
１

１
時

３
０

分
に
離

れ
、

上
切
原

は
１

２
時

４
５

着
 

小
雨

が
降

り
出

し
た

の
で
カ

ッ
パ

を
着
込

ん
だ

が
す

ぐ
に

止
み

、
結
局
雨

具
は
必
要

な
か

っ
た

。
 

（
記

 
青

木
）
 

 
 
 


